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あらまし：我々は異文化・異分野の学生交流を促進する教育プログラムの開発を進めており，オンライン

異文化・異分野学生交流(v ゼミ)を支援する VR サービスを活用した仮想コワーキングスペースの開発に

取り組んでいる．先行研究では，v ゼミの振り返りに利用できるような仮想コワーキングスペースにおけ

る発話ログ収集機能，オブジェクトトラッキング機能の開発を行った．本研究では実践を通じて v ゼミの

課題を洗い出し，機能改善の方針を検討する． 
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1. はじめに 

2018 年，香川大学と芝浦工業大学は共同で，内閣

府「地方と東京圏の大学生対流促進事業」に応募し，

採択された．2019 年から津田塾大学，東京農業大学

も本事業に参加している．こうした様々な文化/分野

の大学が参画する中で，本事業が育成を目指す人材

像は変化し「(ローカルやグローバル，都市圏と地方，

性別など)様々な価値観を理解しそれぞれが抱える

課題を認識するだけでなく，その課題解決の実践が

行える人材」と再定義された(1)．こうした人材の育成

に向けて，ゼミ活動やフィールドワーク型教育が不

可欠である．ゼミ活動は大学教育の中心的な役割を

果たすべし(2)という指摘もあり，今後支援の充実が

求められていくと考えられる． 

我々は VR サービスを活用したオンライン異文

化・異分野の学生交流(v ゼミと呼称)を支援する仮

想コワーキングスペースの開発に取り組んでいる．

先行研究では v ゼミの振り返りに利用できる仮想コ

ワーキングスペースにおける発話ログ収集機能(3)，

VR トラッキングデータの収集・可視化機能(4)を開発

した．本研究では v ゼミの実践を通じて開発中の仮

想コワーキングスペースに必要な機能を洗い出した． 
 

2. v ゼミの実践 
 香川大学生と共立女子大学生との間で v ゼミをお

こなった．本実践の目的は開発している仮想コワー

キングスペースに必要な機能を洗い出すことである．

v ゼミは表 1 に示す内訳で実施した．今回の実践で

はシステムはオンライン VR コミュニケーションサ

ービス Mozilla hubs（https://hubs.mozilla.com/）， 

 

表 1 v ゼミの実践内容 

日時 工程 参加人数 システム 
OP アイスブ

レイク 

文献レビ

ュー 

VR ハンズオ

ン 

クロー

ジング 

香川

大学 

共立 

女子 

大学 

フ ォ

ト ロ

ン 

2020/05/07 10:00 ~ 11:00 5 分 30 分 20 分 - 5 分 7 4 1 Mozilla 

hubs 

2020/05/08 10:00 ~ 11:00 5 分 30 分 20 分 - 5 分 4 1 1 Mozilla 
hubs 

2020/05/14 17:00 ~ 18:00 5 分 30 分 20 分 - 5 分 7 2 1 Mozilla 

hubs 

2020/05/21 17:00 ~ 18:00 5 分 20 分 20 分 10 分 5 分 6 11 1 Zoom 

& moot 
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moot（http s://mootup.com/slack/），テレビ会議システ

ム zoom を用いた．Mozilla hubs と moot は PC でも

ヘッドマウントディスプレイ(以下，HMD)でも利用

可能である．Mozilla hubs と moot を利用した v ゼミ

の様子をそれぞれ図 1，図 2 に示す．Mozilla hubs は

発話や非言語的表現に加え，空中に絵を描いたり 3D

オブジェクトの共有をおこなったりすることができ

る．moot は参加者間で同期された 360 度動画を視聴

できるという特徴がある． 

 実践を続けていく中で，v ゼミ中のすべての活動

を VR 空間で行うのではなく，VR 空間での活動は

アイスブレイク，共同研究相談，共同作業，ブレー

ンストーミングなど要所，要所で使用すべきである

との意見が得られた．このことから第 4 回目(5 月 21

日)の実践においてはテレビ会議と VR のブレンド

型で実施した．文献レビュー報告を zoomで実施し，

moot では 360 度動画を視聴した． 
 

 

 
図 1 Mozilla hubs を使用している様子 

 

 
図 2 moot を使用している様子 

 

3. vゼミ実践で得られた意見 

今回，HMD を使用している参加者と PC を使って

いる参加者が混在した．言葉のみでは伝わりきらな

い発話者の意図を理解するために非言語的表現が重

要であることなどの PCを使っている参加者とHMD

を使っている参加者との表現の差についての意見が

多かった．HMD を用いた参加者はアバターの手を

動かすことができ，それによって非言語的表現をお

こなっていた．ノート PC を使っている参加者から

は身振り手振りがあるとコミュニケーションの助け

になるという意見がえられた．  

VRコミュニケーションサービスの改善点として，

音声の対話がラグ等で聞き取りづらいときに，字幕

が吹き出しのように表示されるとコミュニケーショ

ンが取りやすいのではないかという意見が得られた．  

4. 仮想コワーキングスペースに必要な機能

の検討 

音声対話の内容が可視化されることがコミュニケ

ーションを促進させる可能性があることが分かった．

異文化・異分野の参加者が混在している v ゼミでは

用語の理解度の差によるコミュニケーションの阻害

が考えられる．これらのことから，VR 空間における

参加者の発言を可視化，記録し非同期に確認する方

法が有用ではないかと考えられる． 

また，コミュニケーション阻害を軽減するために

は非言語的表現の実現が重要であると思われる．そ

のためには，HMD から視線情報などの身体的動作

を収集し，アバターに反映させる方法などが挙げら

れる． 

これらを踏まえ，発話の可視化および視線など身

体動作の活用の有無が v ゼミにおけるコミュニケー

ションの促進や快適さに影響を与える可能性があり，

これらのデータがゼミ活動を評価するための指標と

して利用できると考えている． 

 

5. おわりに 

本研究では v ゼミを支援する仮想コワーキングス

ペースの開発を行っている．本稿では，v ゼミの実

践について述べた．実践を通じて得られた意見から，

発話内容の記録・可視化や，参加者の視線の記録，

非言語的表現への活用によって，v ゼミの学習評価

や学習支援が可能であると考えられる．今後は，v ゼ

ミにおける学習活動を定常的に記録し，分析を通じ

て，ゼミ支援の方法論を充実させたい．  
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